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要約

近頃、幼児期に「食物を噛めない」 「飲み込めない」など、咀しゃくに問題のある子どもの増加が報告されており．、

その原因の1つに、離乳の進め方の適否があげられている。そこで、このような摂食に問題のある子どもへの対応を

打ち出すために、5～14カ月児を持っ母親1460名を対象に、児の咀しゃくの実態を把握し、離乳の進行、離乳食作りに

対する母親の姿勢、離乳に関する情報の入手状況などとの関連づけを行った。

1，対象児の咀しゃくの発達状況は、r離乳の基本』に示されているレベルより前進傾向にあった。

2．離乳の開始が印月以降の者、離乳食に良好な食欲を示さない者に、咀しゃくの発達の遅延傾向が観察された。

3．離乳の進行、特に食事回数の進み方が遅い者に、咀しゃくの発達の遅い者が多かった。

4』 離乳の進行上、母親または児が何らかのトラブルを持っている場合、また、離乳食作りに対して母親が消極的な

　姿勢を示す場合に、児の咀しゃくの発達は遅れる傾向にあった。
5．離乳に関する情報を入手する機会のない者、情報をマスメディアや周囲の者を通して入手する者は、保健所、相

　談所、医療機関を通して入手する者に比べ、児の咀しゃくの発達は遅かった。

見出し語：離乳の進行、咀しゃく、離乳指導、離乳の情報
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1　緒言

　近年、咀しゃく不良児の増加傾向が指摘されておりD、

特に・保健指導及び保育の場では、r食物を噛めない」

「飲み込めない」など、摂食に問題のある子への対応が

求められている。

　小児の咀しゃくの基本は、離乳期における適切な学習

を経て、初めて獲得される発達機能であると言われてい

る2，。それ故・離乳期における離乳食の進め方が不適切

であれば、咀しゃくの獲得が不完全となり、その結果、

幼児期における咀しゃくの発達に、何らかの問題を生ず

る可能性が考えられる。そこで、離乳期乳児の咀しゃく、

特に離乳食の調理形態を中心に、その実態を調査した。

∬　調査方法及び対象

　東京及び束京の近辺に居住し、5～14カ月児を持っ母親

1460名を対象に、現在、児が摂取している離乳食の調理　、

形態を中心に・離乳の進行、離乳食の摂取状況、離乳食

づくりに対する母親の姿勢及び離乳に関する情報の入手

状況等に関するアンケート調査を行った。離乳の指導態

勢の影響を観察するために、調査対象を主に保健所及び　5

相談所で指導を受けている者（H群と呼称）と主に医療　＆

機関で指導を受けている者（M群と呼称）とに分けて調M

査結果を解析した。H群の対象児数は1027名、M群は　　7

433名で、それぞれの月齢分布を表1に示す。　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M

　　　　　　　表1調査対象　　　　　　　　g
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10H群 M群 M

親の年齢は10歳代O』4％、20歳代51．4％、30歳代弓6，7％、

40歳代1．5％であるが、H群では20歳代が、M群では30歳

代の割合が高い。

IH　調査結果及び考察

　1咀しゃくの実態
　r離乳の基本」3》に示されている調理形態は、5～6カ月

「ドロドロ状」、7～8カ月「舌でっぶせる硬さ」、9～10

カ月「歯ぐきでつぶせる硬さ」としているが、私達は日頃

の栄養相談の体験から、さらに1歳前後の対象にはr幼児

食に近い硬さ」という項目を付加して、児の実態を調査

した。

　H群及びM群を合わせてみると、この基準に沿ってい

る者の割合は、5～6カ月19．6％、7～8カ月53。0％、9～10カ

月42・7％で、現在、児が受け入れている離乳食の調理形

態はr離乳の基本」ωよりも前進傾向にあった。さらに、

H群・M群との比較を図1に示す。7～8カ月においては、
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　調査対象の中、第1子の占める割合は、H群58．2％、

M群68・8％、両群共に85％前後の者は核家族である。母

50
（oノ。）

100

團陶ド螺　　圃歯ぐきでつぶせ鞭さ

Eコ欝つ紺鞭さ圃幼児館近い硬さ

図1　対象の咀しゃくの状況

H・M両群の児が受け入れている離乳食の調理形態に差

異はみられないが、5～6寿月時ではH群の調理形態の進み

方が早い。これは表1に示したように、H群ではX群に

比べ・6カ月児の占める割合が高いためかも知れない。9～

10カ月・11～14カ月時ではH群はM群に比べ、遅延傾向の

者の割合が高い。

　2　離乳の進行と咀しゃくの発達
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　対象の75％の者は4～5カ月に離乳を開始しているが・M

群では魏月に、K群では6カ月以降に開始する者の割合が

高い。離乳食回数は表2に示したように、大方「離乳の

表2　離乳食の回数

（％）

5～6カ月　　7～8b月　　9～10カ月　　11～14カ月

H群　M群　H群　M群　H群　M群　H群　M群
1回　　　　23，3

1～2回　　 31．9

2回　　　　33，2

2～3回　　9，9
3回　　　　1，7

4回以上　　0

45，9　　ユ．9　　1．2　　0．8　　1．21　0　　　0

14．1　12．6　 10．5　　2．9　　0　　　　0　　　　0．8

32，6　　53．9　　69，8　　7，5　　2．4　　　1，2　　0，8

5，2　　20．8　　15，1　　24，5　　18．1　　8，3　　2，5

2，2　 10．0　　3，5　61，8　77，1　86，1　90，7

0　　　0．7　　0　　　2，5　　1．2　　4，4　　5，1

基本」3，に準ずる者が多いが、9カ月まではH群はM群に

比べ、食事回数の進め方が早く、9～10カ月では逆にH群

の方が遅い。このように、H群はM群に比べ、離乳の開

始が遅い傾向にあったにも拘らず、離乳の前半では調理

形態、食事回数共に進み方が早く》9～10カ月においては

遅れる傾向がみられた。そこで、離乳を進める場合の契

機を調べてみた。M群では医師、栄養士、保健婦の指示

により離乳を開始する者が多く、一方、H群では育児雑

誌や育児経験による者が多い。さらに、離乳食を進める

基準群、以上群の3群の対象が揃う7～8カ月、9～10カ月児

について、離乳食回数と咀しゃくとの関係をみると・い

ずれの月齢においても、以下群は基準群、以上群に比べ

離乳食回数の進み方は遅い。

　また、離乳の進行状況との関係をみると、r以上群」

では大体順調に進んでいる者の割合が高く、「以下群』

では、現在、トラブルを持っものが多い。

　3　離乳食作りに対する母親の姿勢と咀しゃくの発達

　約30％の母親は離乳食作りをr特に何ということもな

い」としており、「作るのは楽しい」という者は16・6％、

一方、r考えるのは面倒」r作るのは煩わしい」という

者合わせて36．7％、「作る時間がない」者、8。8％であっ

た。特に、r作るのは楽しい』者はM群に、 r考えるの

は面倒」r作るのは煩わしい」はH群に有意に多い（p

く0．001）。

　そこで、離乳食作りに対する母親の姿勢と児の咀しや

くの状況との関連づけを行い、その結果を図3に示す。
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場合、M群では指導によるという比率が高いが、H群で作る。鋼楓い

は児の食欲や大人の食事に合わせる者が多い。しかし・　考えたり、作るのは

両群共に52％も者は離乳が順調に進んでいるといい、過　　醐・煩わしい

去または現在、何らかの問題を持ったまたは持つ者はそ

れぞれ30％前後、17％前後であった。　　　　　　　　　　　　　図3

　次に、離乳の開始月齢、離乳食回数と咀しゃくの発達

との関係を調べた。咀しゃくの状況がr離乳の基本』3》

に示されている状態よりも遅い者（以下群）、基本に準

じている者（基準群〉、早い者（以上群）とに分けて観

察してみると、基準群、以上群は以下群に比べ、4カ月代

に離乳を開始する例が多く、一方、以下群は前2者に比

べ、6カ月以降の割合が高い（図2）。さらに、以下群、
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凱嘉裂鰍を示し、その結贈の咀しやくの発達

全月齢まとめてみると、r作る時間がない」という者は、

「作るのが楽しい』「特に何ということもない」者に比

べ、以下群の割合が有意に高く（p＜0．001）、また、「

考えるのは面倒」r作るのは煩わしい」者はr作るのが

楽しい」「特に何ということもない」者に比べ、以下群

の割合が有意に高く、r以上群」の割合は有意に低い（

　　　　　。母親が積極的に離乳食を作ることによって、

以下群

基準群

以上群

図2　離乳開始月齢と咀しゃくの発達

が促されるのであろう。

　4　離乳に関する情報の入手及びその実行度

　離乳に関する情報の入手状況をみると表3の通りで・

「機会がよくある」者はM群に多い。さらに、M群では

当然のことながら、53％の者は医療機関より情報を得て

いる一方、H群ではマスメディアや周囲の者を逼して情

報を得る者が55％に観察された。従って、H群では情報
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を栄養士から得る者37・1％、医師26．1％、栄養士と保健

婦9・0％で・医師から得る割合が高いのに対し、M群では

表3　離乳に関する情報の入手状況

（％）

機

会

機

関

H群 M群
なレ、

時々ある

よくある

6。8

77．0

16．2

1．8

65．1

33。1

保健所等・医療機関　　　　　6．6

保健所等　　　　　　　18．1

医療機関　　　　　　　18．0

マスメディア・周囲の者　　55．3

保母・その他　　　　　　2．0

23．9

7．8

52．9

13。7

1．7

栄養士、栄養士と保健婦がそれぞれ49，3％、18．6％で

あった。入手した情報の実行度をみると、r大体実行す

る」者はH群52。1％、M群65．8％、「役立っが実行しに

くい」「実行しないことが多い』「迷わされることが多

い」という者の割合はH群、30．9％、9．9％、7．1％であ

るのに対し、M群では24．8％、4．6％、4．8％とそれぞれ

H群に有意に高い（p＜0．001）。

　咀しやくの発達と離乳に関する得た情報の実行度との

関係をみると、5～6カ月児における基準群と以上群、11～

14カ月児における基準群と以上群との間には、差は観察さ

れなかったが・7～8カ月児においては、以下群の者は基準

群、以上群に比べ、得た情報を「大体実行する」者が少

なぐ、「役立っが実行しにくい』「実行しないことが多

い」「迷わされることが多い」という者が多い。9～10カ

月児についても、以下群の者は基準群、以上群に比べ、

「大体実行する」者の割合が低い。

　さらにH群とM群にっいて、栄養相談を受けた時期を

調べてみた。その結果を表4に示す。本調査を行った近

辺に相談をうけている者は、5～6カ月児のH群では39．7％、

M群では64。4％、7～8カ月児ではそれぞれ30．3％、45．5％、

9～10カ月児49。2％、68．2％、1璃月児30．9％、58．5％で、

いずれの時期においてもM群にその割合が高い。特に、

7～1妨月児においては、調査時点より効月以上前に相談

を受けていた者がH群に多かった。

　咀しゃくの発達を促すためには、離乳食作りに対する

母親の関心を喚起させ、離乳を適正に進めることが何よ

りも大切であることが示唆された。そのためには、児の

食事回数がふえ、内容も調理法も複雑化する離乳中期以

降の児を持っ母親には、乳児期の栄養・食生活に関する

専門的な知識を持っ栄養士が指導に当たり、さらに、地

域における子育て支援をより強化させるために、住民と

各柑談窓口との距離を近づけることが必要であろう。

　本調査を進めるに当り協力いただいた方々に、深く感

謝申し上げます。
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表4　栄養相談を受けた時期
（％

5～6カ月 7～8胴 9～10カ月 11～14カ月

H群　　M群　　H群　　M群　　H群　　M群　　H群　　M群

調査時頃

1～2カ月前

2～3カ月前

3～4カ月前

4カ月以上前

受けていない

39．7　　　64。4　　　30．3

38．7　　　25．0　　　38。8

14．9　　　9．8　　　5．1

　　　　　　　15．4

　　　　　　　7。0
6．7　　　0．8　　　3』3

45。4

49．0

2，3

1，1

1．1

1．1

49．2
4。9

5。9

15．7

19．5

4。9

68，2

10．6

8．2

10．6

2．4

0

30．9

16．3

24，6

工．4

22．0
4．8

58，5

9．5

21．6

2．6

6．9

0。9
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